
“ふるさとを愛し、夢に向かって たくましく生きる子ども”     

令和４年度に向けて③
「小さな学校から世界を変える」 全校児童の前で話ができる回数は限られているのですが、私は

できる限りこの言葉を使うようにしています。ここでいう世界とは、文字通り地球上のすべての国の

まとまりを指す世界という意味だけではなく、自分の身の回りや地域社会、現代社会という意味も含

んでいます。変えるというのは、自分たちの取り組みによって自分たち自身の学びや意識の変容が他

に影響していくことを含みます。今回は、この言葉に関連付けて、今年度の振り返りと来年度に向け

ての方向性をご説明します。さらに第２期酒田市教育振興基本計画にある主要施策との関連について

も触れていきます。細かく見ればたくさんあげることができるのですが、紙面の都合上４点に限って

触れていきます。

１ 地域から学び、地域から活動する

日々の学習活動の中で、地域の先生方には大変お世話になっております。自分たちの住んでいる地

域について学ぶことは、世界的な視野で考え、自分の住んでいる地域で活動する（Think globally.Act 

locally.）ことに直結します。これからは、地域について学んだことを外に発信していくことにも力を

入れていきたいと考えています。また、毎日の登下校を支えていただく見守り隊の皆様からも子ども

たちは、交通安全やボランティアの精神、あいさつの大切さなどたくさんのことを学ばせていただい

ております。今年度は、感染拡大防止の観点から感謝する会を催すことができませんでした。子ども

たちに成り代わりまして御礼申し上げます。 地域の皆様から学ばせていただくことは、酒田市教育

振興基本計画の「学校における体験学習と交流体験の推進」や「ふるさと教育の推進」に大きくかか

わっています。保護者の皆様からは、家庭でも地域の学習のことが話題になり、保護者の皆様にとっ

ても地域を知るきっかけとなったというご意見もいただいています。

２ ＩＣＴの活用で自ら考える力をつける

学校だよりで何度も触れていますが、タブレットを中

心としたＩＣＴの活用について、本校の強みは、授業に

携わるすべての職員が積極的に授業の中にＩＣＴを取

り込み、見通しをもって授業を計画、実施していること

です。子どもたちはタブレットを文房具として認識し、

普段使いできるようになっています。情報検索の道具だ

けではなく、思考を整理し意見をやり取りするツールと

して活用しており、これまでの授業の光景とはずいぶん

変わったものとなっています。ある意味、世界を変えたのだと認識しています。市の施策にも「情報

活用能力の育成とＩＣＴ環境の整備」という項目があります。これからは、我々が思いつかないよう
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なタブレットの使い方を子どもたちが考えたり、世界とつながるツールとして活用したりと自由な発

想ができるように取り組みたいと考えます。

３ 英語でのコミュニケーション力を向上させる

昨年度より、学習活動の中にＳＤＧｓの目標を関連づけ、

世界を知ることを意識する取り組みを多く行っておりま

す。世界を知り世界とつながる上で重要になるものの一つ

が英語だと捉えています。週一回ペースで来校するＡＬＴ

の先生との授業を軸として、英語でのコミュニケ―ション

の力を身につけていくことができています。ポプラ発表会

での３年生の英語劇もそれを裏付けるものだったと思いま

す。英語の学習が好きだいう児童も多いです。「外国語学習

の充実」は酒田市が重点を置く施策でもあります。保護者の皆様のご意見の中に、多様性を理解して

グローバルな視点を育成してほしいというものがありました。まさに英語はそのための道具となるも

のだと思います。これからも、「小学生だからこの程度でいい」「〇年生だからこれはまだ早い」とい

う発想ではなく、興味を持ったらどんどんチャレンジしていくことを促していきたいと思います。

４ 議論の文化を育てる

子どもたちは毎日の学習活動の中で、３～４名の小さなグループで自分の考えを出し合いながら学

びを進めていく場面がたくさんあります。議論する力は世界の中で日本が苦手とするものと言われま

す。この意見交換をかみ合った話し合いの場へとステップアップしていき、できれば正当な形で意見

をぶつけ合う議論へと昇華させたいと考えています。職員で、これから子どもたちにどんな力をつけ

たいか話し合ったときに「正しく反論する力」という意見が出されました。自分の考えを整理し、相

手の考えをしっかりと理解した上で発言をしていくことは、これまでも本校で育成をめざしてきた自

立心と解決力の土台の上に立つものだと考えます。他者の立場を理解し尊重しなければかみ合った話

し合いは成立しないので、議論する力を育成することは、学習面だけだはなく酒田市の施策である「生

徒指導の充実」にも大きく関連しています。

本来であれば、ＰＴＡの諸会合や学校評議員会などでご説明するものではありますが、感染対策の

関係から対面の場を設定できませんでしたので、学校だよりに３号に渡っていろいろな切り口から今

年度のふりかえりと来年度に向けての方向性を掲載いたしました。ご質問やご意見のある方は、広野

小学校までお寄せください。第２期酒田市教育振興基本計画はインターネットでご覧になれます。

１日 表彰朝会

２日 同窓会入会式

１７日 修了式、卒業式準備

１８日 卒業証書授与式

１９日～年度末休業（４／６まで）

２５日 離任式

４月７日 令和４年度１学期始業式

４月８日 入学式

３月になると、卒業式に向けた準備や練習が本格化してきます。感染状況に応じての活動にはなり

ますが、思い出に残る式にするために全力で取り組んでいきます。


